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内 容
1.VRを使うわけ

2.Mozilla Hubsを選んだわけ

3.実践報告 会話練習
海外との交流授業
VRポートフォリオ



1. VRを使うわけ



担当クラス
「オーラル中国語」

• 種 別︓１年⽣を対象とした
全学共通科⽬

• 回 数︓週２回、90分ずつ
• 規 模︓27⼈
• 学習歴︓なし
• 形 式︓対⾯（⼀部ハイブリッド）

• 教 室︓PC教室



語学の４技能

聞く
話す
読む

書く

習得には課外学習が必須



課外学習を重視

聞く

話す

⾃動作問・⾃動採点ので聞き取り練習

⾳声認識機能を使った発⾳練習ソフト
「ST Lab」

積極的なICTの導⼊



対⾯での運⽤練習が必要



• CALL教室を廃⽌。

• PC教室のCALLシステムには対話機能なし。

グループ学習には不適なPC教室



コロナ禍で続くハイフレックス授業



対⾯ VS 遠隔

• 視線情報が対話に有効に利⽤できない
• ジェスチャーが有効に機能しない
• 指差せない
• 周囲にあるものを共有できない

遠隔会議が対⾯に代替できない訳

出典：森川治「超鏡：魅⼒がるビデオ対話⽅式をめざして」，『情報処理学会論
⽂誌』，41（2），pp.815-822

⾮⾔語情報の伝達が難しい

「場」の共有の⽋如



メタバース



2. なぜMozilla Hubsなのか



Mozilla Hubs
ソーシャルVR

プラットフォーム



1. PCで利⽤できる。

2. ソフトのインストール、ユーザー登録が必要ない。

3. 多くのモデルシーンがある上、編集ソフトでシーンの
加⼯ができる。

4. 複数のVR空間を簡単に作れる。

Mozilla Hubs
機材を購⼊する必要がない



⼀⻫モニターできる

HMD（Head Mount Display）は
複数ミラーリングすることが難しい



1. PCで利⽤できる。

2. ソフトのインストール、ユーザー登録が必要ない。

3. 多くのモデルシーンがある上、編集ソフトでシーンの
加⼯ができる。

4. 複数のVR空間を簡単に作れる。

Mozilla Hubs
学校で導⼊しやすい



遠隔で受ける受講⽣もインストール不要



1. PCで利⽤できる。

2. ソフトのインストール、ユーザー登録が必要ない。

3. 多くのモデルシーンがある上、編集ソフトでシーンの
加⼯ができる。

4. 複数のVR空間を簡単に作れる。

Mozilla Hubs



数百のモデルシーン
教室から宇宙空間まで



編集ソフト
Spoke



シーンに加えられる主なもの
• 画像（jpg, gif, png）

• 動画（mp4, gifアニメ）

• ⾳声（mp3）

• ３Dモデル（glb）

• ウェブ上のメディアリンク（画像、YouTube, Vimeoリンク等）

• Spoke付属の建材（アーキテクチャー・キット）



• リンク ：YouTube（動画作品）

• jpg : ⼤学のロゴと展⽰物の看板（ＰＰＴで作成）

• mp3 : BGM





授業で作成した動画をVR空間に展⽰
沖縄の史跡紹介

映画「飲⾷男⼥」より「待ち合わせ」の場⾯

映画「宋家皇朝」より

映画「飲⾷男⼥」より「茶芸館の場⾯」



1. PCで利⽤できる。

2. ソフトのインストール、ユーザー登録が必要ない。

3. 多くのモデルシーンがある上、編集ソフトでシーンの
加⼯ができる。

4. 複数のVR空間を簡単に作れる。

Mozilla Hubs



シーンとルーム

spoke
3D編集ソフト

シーン
固有のURL

ルーム

これを共有

「部屋を作成する」をク
リック

「Mozilla Hubsで開く」をクリック



シーンとルーム

spoke
3D編集ソフト

ルーム

１つのVR空間の定員は
23⼈



シーンとルーム

spoke
3D編集ソフト

シーン
固有のURL

共有

クリック

クリック

クリック

クリックするたびに「パラレルワールド」ができる



1. PCで利⽤できる。
2. ソフトのインストール、ユーザー登録が必要ない。
3. 多くのモデルシーンがある上、編集ソフトでシーンの加⼯ができる。
4. 複数のVR空間を簡単に作れる。

Mozilla Hubs

クリック１つで使える上、カスタマイズ可能で
パラレルワールドが作れる

少⼈数での会話練習に向いている



3. 実践例



VR空間の使い⽅

VR空間

１⼈１部屋

２⼈１部屋

パラレルワールド



VR活⽤のタイプ

①対話型 ➁指⽰型

Zoom
Zoom



VR空間の使い⽅

VR空間

１⼈１部屋 ➁指⽰型

２⼈１部屋 ①対話型



VR空間

２⼈で１部屋
①対話型

１⼈１部屋

➁指⽰型

④思考重視型

③感覚重視型

＋謎解きゲーム要素

VR空間の使い⽅

体感タイプ



VR空間

２⼈で１部屋
①対話型

１⼈１部屋

➁指⽰型

④思考重視型

③感覚重視型

VR空間の使い⽅

授業

授業/課題



どこにあるの︖

Zoom

答えを考える⼈ 指⽰を聞いて並べる⼈



どこにあるの︖



どこにあるの︖
答えを考える⼈ 指⽰を聞いて並べる⼈



どこにあるの︖
答えを考える⼈ 指⽰を聞いて並べる⼈



どこにあるの︖
答えを考える⼈ 指⽰を聞いて並べる⼈

スマホはどこ
にありますか?



どこにあるの︖
答えを考える⼈ 指⽰を聞いて並べる⼈

椅⼦の上にあ
ります。



どこにあるの︖
答えを考える⼈ 指⽰を聞いて並べる⼈

左の椅⼦ですか︖



VR空間

２⼈で１部屋
①対話型

１⼈１部屋

➁指⽰型

④思考重視型

③感覚重視型

VR空間の使い⽅

授業

授業/課題





VR空間

２⼈で１部屋
①対話型

１⼈１部屋

➁指⽰型

④思考重視型

③感覚重視型

VR空間の使い⽅

授業

授業/課題



ToDoリスト
1. 8時までに起きる。
2. 朝ごはんを⾷べる
3. レポートを書く。
4. パソコンをシャットダウンする。
5. 部屋を出る時は電気を消す。
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